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う
ふ
す
な
の
わ
か
氏
神
よ
と
こ
し
へ
に

村
の
し
つ
め
と
お
は
す
こ
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

“
感
動
”
の

『
サ
ン
9
カ
ン

　　

@　

@
ハ
番
娼
舘
』

　
！
2
月
7
ヨ
．
町
．
総
ム
ロ
文
七
セ
ン
タ
　
で

文
化
庁
移
動
芸
術
察
新
劇
公
演
が
明
崔
さ

れ
ま
し
た
。

　
ム
フ
コ
の
移
動
芸
術
祭
は
．
優
れ
た
舞
ム
＝

芸
術
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
鑑
幽
し
て
一

た
だ
く
た
め
．
文
化
庁
等
主
畦
者
が
径
費

を
　
部
負
担
し
て
閏
珪
さ
れ
た
も
の
て
す
、

　
町
総
ム
ロ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ヨ
天
、
外

か
ら
約
四
〇
〇
名
が
天
場
し
五
場
の
舞
≒

芸
術
に
感
銘
し
て
の
ま
4
た
。

＠　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています

　．
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町
長木

村
映
一

新春を迎え＝
藝　1
　　　　　
養…鐸

翻』

ノゑ
転遷

　函

99叢誌1

議
会
議
長成

合
亀
行

4

農
林
業
経
営

　
の
安
定
と

　
　
　
　
活
性
化
を

　
平
成
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
し
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
新
春
早
々
に
発
生
し
た
阪
神
大
震

災
を
は
じ
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
信
徒
に
よ
る
サ
リ
ン

事
件
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
想
像
で
き
な
い

災
害
や
凶
悪
事
件
が
発
生
し
、
改
め
て
安
全
で
安
心

し
て
住
む
こ
と
の
で
き
る
町
づ
く
り
が
問
わ
れ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
幸
い
本
町
で
は
、
若
山
牧
水
生
誕
百
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
生
誕
百
十
周
年
記
念
事
業
や
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
プ
レ
大
会
の
開
催
、
宮
崎
県
の
御
配
慮

に
よ
る
牧
水
賞
の
制
定
、
町
史
編
纂
の
着
手
、
長
年

の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
県
道
中
野
原
美
々
津
線
畑
瀬

バ
イ
パ
ス
ほ
か
三
路
の
開
通
（
県
営
岩
神
農
道
・
県

営
深
谷
地
区
農
道
、
県
営
林
道
山
ノ
ロ
五
郎
太
線
）
、

　
町
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
健
や
か
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
先
ず
も
っ
て
お
慶
び
を
申
し
上
げ
、
町
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申
し
ま
す
が
、
ア
ッ
と
言

う
問
に
一
年
が
過
ぎ
た
と
言
う
の
が
実
感
で
ご
ざ
い

ま
ず
け
れ
ど
も
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
新

春
早
々
一
月
十
七
日
発
生
致
し
ま
し
た
、
阪
神
大
震

災
を
は
じ
め
、
三
月
二
十
日
オ
ウ
ム
真
理
教
信
徒
に

よ
る
無
差
別
テ
ロ
事
件
等
の
大
惨
事
は
、
重
大
ニ
ュ

ー
ス
の
一
つ
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
面
．
に
お
い
て
は
、
四
月
の
統
一
地
方
選

挙
・
七
月
の
参
議
院
選
挙
・
八
月
の
村
山
改
造
内
閣

の
誕
生
発
足
・
九
月
に
橋
本
自
民
党
総
裁
の
誕
生
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
戦
後
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
中
で
、
二
十
一
世

ふ
る
さ
と
林
道
横
瀬
線
の
着
工
等
当
面
す
る
行
政
課

題
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
え

に
町
民
各
位
の
御
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
し
て
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
現
状
は
依
然
と
し
て
過

疎
化
、
高
齢
化
、
農
林
業
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
十
分
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
と
も
本
町
の
主
要
策
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
、
教
育
文
化
の
振
興
、
社
会
資
本
の
整
備
、
商

工
業
の
振
興
と
観
光
開
発
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
福

祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
い
ま
、
全
国
の
各
自
治
体
で
は
行
政
改
革
に
よ
る

行
財
政
の
確
立
や
、
地
方
分
権
に
よ
る
自
主
的
、
主

体
的
な
行
政
運
営
の
方
向
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
軍

紀
を
展
望
し
な
が
ら
国
の
中
央
集
権
型
行
財
政
の
シ

ス
テ
ム
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
転
換
し
、
地
方
分
権
を
断
行

す
る
こ
と
は
、
今
や
国
民
的
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
昨
年
の
五
月
十
五
日
第
百
三
十
二
回
通

常
国
会
に
お
い
て
地
方
分
権
推
進
法
が
成
立
し
、
現

在
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
よ
る
計
画
作
成
の
具

体
的
指
針
の
勧
告
に
向
け
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の

た
め
に
、
行
政
事
務
と
財
源
を
地
方
公
共
団
体
へ
適

正
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
活
力
に
満
ち
た
黒
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
新
し

い
時
代
に
相
応
し
た
地
方
分
権
の
推
進
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
政
に
お
い
て
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
の
農
業
合
意
の
実
施
に
よ
り
厳
し
い
国
際
競
争
に

直
面
し
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
体
質
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

み
、
そ
の
真
価
が
間
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
は

昭
和
四
十
四
年
四
月
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、
既
に

二
十
七
年
、
人
に
例
え
れ
ば
「
若
さ
」
と
「
希
望
」

と
「
活
力
」
に
満
ち
た
時
代
に
入
っ
た
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。
更
に
入
郷
地
域
の
門
戸
と
い
う
恵
ま
れ
た

地
理
的
条
件
を
具
備
す
る
東
郷
町
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
地
の
利
」
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

名
実
共
に
「
活
力
に
み
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ
と
」
づ

く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
覚
悟
を
新

た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
何
と
ぞ
、
町
民
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
御
支

援
御
協
力
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

　
更
に
高
齢
化
・
後
継
者
の
問
題
等
に
厳
し
い
現

状
を
踏
ま
え
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
施
策
に
取
り

組
み
、
農
林
業
経
営
の
安
定
と
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
急
務
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
今
日
の
厳
し
い
現

実
の
中
で
研
鎭
を
重
ね
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て

の
使
命
と
責
任
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
議
会
機
能
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
愛
す
る
町
の
発
展
と
、
皆
様
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
皆
様
の
新
し
い
発
想
の
中
で
の
知
恵
と
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
。
明
日
の
平
和
で
心
豊
か
な
東
郷
町
の

発
展
の
た
め
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
終
り
に
皆
様
の
、
益
々
の
こ
健
勝
と
限
り
な
い
幸

せ
を
祈
念
し
な
が
ら
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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驚
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海野美佐代
　　寺　迫
昭和23年6弓9日土

　
み
か
ん
作
り
を
継
い
で
2
5
年
、
あ

っ
と
い
う
間
の
年
月
で
し
た
が
、
今

年
も
又
、
目
標
に
向
っ
て
よ
り
お
い

し
い
み
か
ん
作
り
に
、
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
．

「
や

長渡誠也
　福瀬
呂和11年3目1日‘1・

　
早
い
も
の
で
、
五
回
目
の
相
年
と

な
る
私
は
「
ネ
ズ
ミ
一
、
こ
の
三
月
、

会
社
定
年
を
迎
え
る
、
大
敵
で
あ
っ

た
猫
も
、
そ
し
ら
ぬ
顔
の
今
の
私
は

占女

S
だ
．
、
　
健
康
ン
一
ゆ
》
一
り
ン
一
、
　
牌
即
度

あ
る
二
十
一
世
紀
を
、
今
の
ネ
ズ
ミ

で
過
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

3

多

松原悦子
　羽坂
召和47年11目30日生

　
三
年
は
出
会
い
の
年
で
し
た
，

　
子
年
は
、
そ
れ
を
生
か
し
、
自
分

自
身
に
磨
き
を
か
け
る
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
、
前
向

き
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
笑
顔
の
素
敵

な
、
自
立
し
た
女
性
を
目
指
し
ま
す
。

山本明子
　八重原
召租35年2月　旧生

　
結
婚
し
て
十
三
年
、
二
度
目
の
年

女
で
す
，
娘
三
人
も
小
学
校
に
上
が

り
心
に
少
し
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
解
消
の
為
？
太
鼓
を
叩
い

て
い
ま
す
、
今
年
も
家
族
の
健
康
を

祈
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
．
、

ψ禰

今
年
も
健
康
に
注
意
し
、

甲斐ケサ子

　下渡川
大1m3年5月25日土

回
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
き
、

々
と
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
い

を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

日
に
二

　
　
色

一
日
々

　
　
い

夫
　
日

　
　
　
ず

康
勢

木
鶴
算

黒
腔

　
年
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
今

年
で
四
回
目
の
年
男
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
我
が
町
の
た
め
に
、
人
と
人
と

の
輪
を
大
切
に
し
、
健
康
に
気
を
付

け
て
、
「
日
一
日
を
大
事
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

陰
聾
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＝
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▲
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；
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5
皿
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ヨ
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1
莚
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1
難
－
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1
皿
一
ヨ
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－
、

　　　ね今年は子年

無
＼
轟
8、

　／

－㌘

轡
柳 Fr

’
！

’
／

　
今
年
の
干
支
は
子
年
1
一
十
二
支

の
最
初
の
干
支
で
す
。

　
ネ
ズ
ミ
は
身
近
な
動
物
だ
け
に
、

こ
と
わ
ざ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
ま

す
。
前
ぶ
れ
の
騒
ぎ
ば
か
り
大
き
く

て
、
実
際
の
結
果
は
極
め
て
小
さ
い

こ
と
の
例
え
で
あ
る
「
泰
山
鳴
動
し

て
賦
一
匹
」
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
せ

て
い
ま
す
。
「
頭
の
黒
い
鼠
」
と
は
、

頭
髪
の
黒
い
人
間
を
ネ
ズ
ミ
に
な
ぞ

ら
え
て
、
物
を
盗
む
入
の
こ
と
で
す
。

「
鼠
の
嫁
入
り
」
は
、
あ
れ
こ
れ
と

選
ん
で
み
て
も
、
結
局
は
変
わ
り
ば

え
し
な
い
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
と
い

う
例
え
で
す
。

　
さ
て
、
子
年
は
十
二
支
の
ト
ッ
プ
。

昨
年
は
、
天
災
や
事
件
の
多
い
暗
い

年
で
し
た
が
、
今
年
は
気
分
】
新
し

て
、
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

4
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藷
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巽
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≡
Z
巽
≡
…
韮
一
＝
－
≡
至
≡
一
－
一
ヨ
一
－
＝
ヨ
ー
藝
－
蓬
▼
凸
≡
歪
韮
エ
＝
歪
｝
霊
＝
－
≡
＝
－
≡
＝
－
＝
一
≡
琵
…
美
＝
－
一
コ
｝
一
；
≡
魂

一腰　通

裕
　
姓

　
　
　

康
谷
町

　
　
　
ゴ

原
坪
蜂

寺
舗

　
ぼ
く
の
今
年
の
目
標
は
、
勉
強
に

運
動
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん

ば
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
下
級
生

に
も
や
さ
し
く
て
、
た
よ
ら
れ
る
六

年
号
に
、
な
り
た
い
で
す
．
、

硝

小田貴広
　小野田
召和47年1目31日生

　
今
年
は
、
健
康
に
気
を
付
け
て
空

手
道
の
練
習
に
励
み
、
3
段
を
取
得

す
る
〃
　
な
に
を
や
る
に
も
、
何
事

も
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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藤栄岩見
　　迫野内
習和35年6月6日生

　
「
年
の
月
日
の
流
れ
の
速
さ
が
、

歳
を
取
る
に
つ
れ
て
速
く
感
じ
ら
れ

比
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
仕
事
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
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の
面
で
も
、
充
実
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
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光
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と
か
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あ
っ
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言
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間
の
六
回
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の
「
子
年
一
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迎

え
ま
し
た
。

　
今
年
は
私
共
の
年
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
家
族
と
共
に
楽
し
く
家
業
に

精
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
身
体
に
気
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付
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て
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節
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．
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を
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い
つ
の
間
に
か
、
還
暦
を
迎
え
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年
に
な
り
ま
し
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。
子
供
た
ち
も
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
を
築
き
、
こ
れ
か
ら

夫
婦
し
て
健
康
に
気
を
つ
け
、
楽
し

い
入
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
温
泉
巡
り
な
ど
い
い
で
す
ね
。
夢

で
す
。

美
　
畔

二
野
即

｛
　
　
0

原
田
咋

田
肺

　
私
は
、
今
年
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

一
段
と
み
が
き
を
か
け
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
勉
強
に
も
か
な
？
　
楽
し
い
年

に
し
た
い
で
す
。
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ショナーのお正月
　前回説明したようにイギリスでは、冬の祭りとしてクリスマスが大事にされています。クリスマスは宗教的な

お祝いですから家族は一緒に過ごします。日本とイギリスでは年末年始の過ごし方が少し違います。イギリス

の大晦日の晩はすごく賑やかで陽気なことです。どこに行っても、パーティーがあります。そのパーティーで

皆食べたり、飲んだり、踊ったりします。そして午前0時が近付いたら、皆一緒に大きな声で年の変わるのを

カウント・ダウンします。5……4……3……2……1……そして、年が開けた瞬間Happy　NewYear

と叫びます。午前0時になると「オールド・ラング・サイン」という蛍の光の意味がある、スコットランドの昔

の民謡を歌います。この歌詞は今までの友達やこれまでのことを忘れないでという意味があります。とても楽

しいです。

　私が見た日本の正月は、里帰りして、家族と一緒に家の中で過ごすというイメージがあります。家を出るの

は神社へお参りに行く時みたいです。周りのお店も全部閉まっています。イギリスでは、お正月に残っている

伝統的な習慣はあまりないのですが、北イングランドとスコットランドでは一つの昔の習慣がまだまだありま

す。それは午前0時になってから最初に家に入る人は、背が高くてかみが黒くて石炭を持っている男の人じゃ

なければ、次の年中、その家では運命が悪くなるという迷信があります。

　私はお正月は日本にいるつもりです。12月目忘年会がいっぱいあることを楽しみにしています。そこでもう

一つの文化の違いがあります。それはイギリスの大晦日のパーティーは新年会だということです。日本人は前

の年を忘れるために飲みますがイギリス人は来年のことを楽しみにしながら飲みます。今年私は宮崎ですごく

いい年を過ごして、イギリスのように今年のことを忘れないで来年のことを楽しみにしながら遊ぼうと思って

います。皆さんは、どんな理由にしてもお正月を楽しんでください。今年もどうぞよろしくお願い致します．

　すばらしい年となりますように心からお祈りいたします．
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の
一
斉
改
選
の
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で
あ
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日
付
で
厚
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大
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を
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れ
ま
し
た
、
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方
々
が
平
成
七
年
十
二
月
一

》《卸（》《》《xx〕闘（

戸籍．

　　　零

ヴ

、

’．∵塚旗アσ
・・θ

ﾏ

の　　　σ

　
戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
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8
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な
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∴㌧／
／自衛隊防災訓練・町民との集い

　　　　　一三川河川敷・文化センター
　　11月25日土

　自衛隊による防災訓練が、旧東郷橋下の河川敷で行なわれ

ました．

　訓練では、福岡県飯塚市自衛隊第5施設団第2施設群隊員

約40名で、那須政司中隊長〔仲深出身）指揮により耳川に仮

橋を設置する訓練が行なわれました．

　午後6時からは、町総合文化センターにおいて、「東郷町民

との集い一と題して、えびの自衛隊による「おじろ太鼓」、飯

塚自衛隊音楽隊の演奏、寸劇が行なわれました．

】【－－－．口－－】［1目【】［】［一コ＝【】【－．

　　　東郷小合唱酬慰問

　　　　　一鈴峰園一
11月27日月1

　東郷小学校合唱部では、年間計画の一環として、養護

老人ホーム鈴峰園の慰問を行ないました．

　合唱では、牧水の歌や秋にちなんだ童謡が歌われ、最

後には利用者の人達の肩をたたいたり、握手をしたりし

て、心の交流を図っていました．

、
、
颪
へ

9
ガ

露
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了

・
　
　
　
　
　
曾

　　日向地区親善少年剣道大会
　　　　　　　一中央公民館一
12月10日日

　東郷町が主催する、日向地区親善少年剣道大会が行なわれ

ました．

　参加選手は、日向・門Ill、入潮町村から16団体、220名の・J・

中学生剣士が出場し、会場となった中央公民館では、気合の

入った声と同時に親達の声援が終始聞こえていました、

◎本町関係の学年別成績

・j・1年海野智春！3位1、・」・3年伊東哲男（優勝）、小4年山口

雄一（3位）、中3年前lri公国12位1、橋口昭太郎〔3位1、寺

原直輝（3位｝

　
HI．】【．】一＝】【H－】【－．】口【－

｝
丁■11Hr

一｝ 式
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礼
総
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一

1をマスター

グラウンドー

消防目

12月10日日

　町消防団では、出初式を前にした毎年この時期、部長

と入団3年未満の団員を対象に、基礎的な消防訓練礼式

として各個訓練と部隊訓練を実施しています．

　今年は、各部から33名の団員が訓練を行ない、日向市

消防署の3名の教官から、細かな節度の要領から通常訓

練までみっちり指導を受けていました一

　つ一〆
凡
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へ
、
次
男
の
方
は
山
口
県
の
会
社

へ
そ
れ
ぞ
れ
就
職
さ
れ
、
今
は
、
奥

さ
ん
と
二
人
暮
し
だ
そ
う
で
す
．
．

★
．

み
3
さ
と
6
思
い
出
ぱ
な
し

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
は

「
★

人
生
の
財
産
・
原
動
力

　
終
戦
後
の
食
糧
難
の
と
き
、
両
親

の
思
い
に
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
、

故
郷
を
後
に
し
て
4
5
年
の
歳
月
が
過

ぎ
ま
し
た
．
．
戦
前
戦
後
の
境
目
の
幼

年
時
代
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
や
川

で
の
想
い
出
は
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
1
6
年
1
2
月
大
東
亜
戦
争
の
開

戦
、
「
米
英
激
滅
」
の
霜
柱
を
踏
ん
で

の
坪
谷
神
社
祈
願
祭
、
そ
の
夜
は
寒

風
の
中
で
の
提
灯
行
列
、
戦
争
が
激

し
く
な
る
に
つ
れ
食
糧
・
物
資
不
足

の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
で
の
生
活
、

校
庭
は
イ
モ
畑
と
な
り
、
父
親
の
出

征
で
、
朝
な
夕
な
の
山
々
を
照
ら
す

太
陽
の
光
を
時
計
代
り
と
し
母
の
手

助
を
し
ま
し
た
。
机
の
上
で
の
勉
強

も
ま
ま
な
ら
ず
、
空
襲
警
報
の
半
鐘

ア
ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
滞
在
型
に

　
過
疎
対
策
・
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

ア
ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
素
通
り
型
を
滞

在
型
の
方
向
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
．
例
え
ば
、
自
然
の
中
で
楽
し

む
（
行
動
）
癒
や
す
（
休
養
）
こ
と

の
で
き
る
宿
泊
施
設
を
広
げ
て
は
？

　
流
れ
を
逆
流
さ
せ
る
方
法
で
、
町

か
ら
出
た
者
を
吸
い
上
げ
て
は
…
…

人
が
集
ま
れ
ば
、
商
い
が
あ
り
商
い

が
あ
れ
ば
、
地
場
産
業
も
生
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
牧
水
の
町
は
、
今
や
全
国
的
に
輪

を
広
げ
ん
と
し
て
い
ま
す
。
牧
水
の

町
に
来
て
、
目
で
見
る
だ
け
で
な
く

の
音
で
学
校
は
休
み
に
な
り
、
山
学

校
や
川
学
校
と
化
し
た
こ
と
な
ど
、

数
多
く
の
故
郷
の
思
い
出
は
、
今
や

私
の
人
生
の
財
産
と
し
て
子
や
孫
に

語
り
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

　
4
0
年
前
に
故
郷
を
想
う
若
者
の
集

い
で
、
励
ま
し
合
っ
た
こ
と
は
、
今

坪
谷
牧
水
会
と
し
て
復
元
し
、
東
郷

町
人
会
の
同
志
と
し
て
親
交
を
深
め

て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
最
後
に
、
我
が
入
生
の
原
動
力
と

な
っ
た
故
郷
、
親
に
感
謝
の
念
を
い

だ
き
な
が
ら
終
り
ま
す
．
、

～
う
↑
う
↑
～
～
う
↑
～
～
弓
↑
↓
↑
う
↑
↓
↑
↓
↑
う
↑

楽
し
ん
で
〔
行
動
）
来
て
よ
か
っ
た

と
、
夢
と
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
期
待
し
ま
す

　
情
報
係
で
は
、
「
わ
が
ふ
る

さ
と
東
郷
町
」
へ
の
寄
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
東
郷
町
出

身
者
で
、
現
在
は
町
外
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
を
是
非
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
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大
正
琴
に
合
は
せ
て
歌
う
ス
テ
ー
ジ
に

　
老
い
を
装
い
マ
イ
ク
を
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
f

　
　
　
か
ら

狭
庭
辺
の
絡
ま
る
蔓
に
七
つ
．
八
つ

　
あ
け
び
色
増
す
秋
の
陽
や
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
．
八
重
r

う
と
う
と
と
居
眠
る
わ
れ
に
看
護
婦
の

　
気
分
い
か
が
と
手
の
脈
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

村
入
の
集
え
る
秋
の
文
化
祭

　
作
品
出
し
て
夢
の
ふ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

鈴
生
り
の
サ
ン
ズ
実
り
て
映
え
し
園

　
一
夜
の
風
に
落
ち
て
影
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

深
み
ゆ
く
秋
の
川
原
の
鮎
や
な
場

　
鮎
食
う
客
の
絶
え
ず
往
き
交
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

山
を
縫
う
高
速
道
の
森
深
く

　
夕
あ
か
り
す
る
暗
を
走
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

り
ん
ど
う
の
年
ふ
り
た
れ
ど
庭
景
色

　
紳
化
咲
き
、
初
め
イ
、
心
な
ご
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
匹
　
－
　
白
博
ヨ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
者
弓
窪
サ

ひ
と
と
き
を
花
咲
き
薫
り
ひ
そ
か
な
り

　
月
下
美
人
に
心
洗
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
で

秋
深
む
え
び
の
高
原
の
楓
葉
の

　
真
紅
の
色
は
花
に
も
ま
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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君
窯

㊨＠

▼題「3びきのやぎのがらがらどん」　　坪谷市谷原の
　矢野菜月玄，やん4歳1

父矢野恒人さん

母：　ゆかりさん

O好きな食べ物は何ですか？

　メロン・スイカ

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花やさん

，

　　f中深…野々山奇の

　寺田拓地くん5歳1

父：寺田新一さん

母：　　由美子さん

。好きな食べ物は何ですか？

　ぶどっ

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　オーレンジヤー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おにくやさん

ぜ‘

瀞

噺

▲題「絵本てぶくろを読んで」
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●
●
冒
∴
▼
∴
▼
・
Y
●
▼
●
Y
●
Y
●
7
●
Y
・
Y
●
Y
・
Y
・
Y
∴
▼
●
Y
∴
▼
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Y
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鱒
▼
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Y
・
Y
∴
▼
●
Y
。
Y
。
Y
。
Y
●
7
∴
▼
●
γ
・
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轟緻蜜霊．一
過の右翼題

「私のアイデア貯金箱」で

九州郵政局貯金部長賞イ！

　第21回一私のアイデア貯

金箱」コンクールで、坪谷

小5年生の寺原佳君が、九

州郵政局貯金部長賞を受賞

しました．

　このコンクールは、郵政

省が次代を担う児童に貯金

箱の制作を通しズ、貯蓄の

意義と重要性を認識しても

らうことを目的に行なわれ

たもので、県北の児童3654

点の応募の中から今回の受

賞となりました。

▲福良坪谷郵便局長から
　表彰を受ける寺原君

圏
回
圃
回
凶
O

　　

@　

@　

桃
ﾝ

　
新
築
の
2
階
で
、
ま
ぶ
し
い
太
陽

と
ウ
グ
イ
ス
と
メ
ジ
ロ
の
さ
え
ず
り

に
起
さ
れ
た
私
は
、
広
々
と
し
た
総

合
運
動
公
園
で
、
3
0
分
程
の
運
動
を

し
て
今
日
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　
8
時
4
0
分
に
日
向
警
察
署
か
ら
の

テ
レ
ビ
電
話
で
、
県
内
の
出
来
事
を

受
信
し
、
ミ
ニ
．
パ
ト
カ
ー
で
警
ら
出

発
．
、
今
日
は
、
管
内
A
行
路
が
担
当

で
す
、

　
高
速
道
路
が
開
通
し
て
か
ら
、
東

郷
管
内
も
県
外
ナ
ン
バ
ー
が
多
く
な

り
ま
し
た
．
．
切
り
通
し
の
「
道
の
駅
」

に
”
不
審
車
両
有
り
”
照
会
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
で
家
出
手
配
の
男
女
の
判

明
本
署
に
引
継
ぎ
一
件
落
着
で
す
。

A
行
路
に
は
、
ホ
テ
ル
や
娯
楽
施
設

が
多
く
顔
な
じ
み
の
経
営
者
と
面
談

し
、
昨
夜
の
異
常
の
有
無
を
確
認
し

ま
し
た
。
ど
の
施
設
も
、
外
国
人
の

利
用
客
が
多
く
国
際
化
が
進
ん
で
い

ま
す
．

　
無
線
が
入
り
ま
し
た
、
「
直
ぐ
帰

所
さ
れ
た
い
」
と
指
示
を
受
け
パ
ト

カ
ー
に
乗
車
す
る
と
、
車
内
の
テ
レ

ビ
に
は
、
駐
在
所
に
待
つ
若
い
女
性

が
写
・
て
い
ま
す
・
管
内
に
は
病

名
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
ま

す
．
．
今
日
の
巡
回
連
絡
は
、
3
名
の

所
の
初
夢

昏の

写咳φo

雛由

みんな
　る劣孔．

験
高
齢
者
が
住
ん
で
い
る
「
翫
3
一
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
海
野
綾
香
さ

ん
宅
に
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
．
パ
ー

が
来
て
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
．
．

綾
香
さ
ん
は
、
少
し
目
が
不
自
由
で

す
が
、
外
は
元
気
で
「
”
お
巡
り
さ
ん

聞
い
て
く
だ
さ
い
”
、
私
は
電
動
三

輪
車
を
買
い
ま
し
た
が
、
故
障
が
多

く
使
い
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
車

は
7
7
万
円
し
た
の
で
す
よ
」
と
情
報

提
供
が
な
さ
れ
た
、

　
午
後
は
、
交
通
取
り
締
ま
り
で
す
、

坪
谷
駐
在
所
員
と
鶴
野
内
付
近
で
検

問
を
続
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
違
反
を

検
挙
し
、
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
指
導
し
た
．
．

　
東
郷
駐
在
所
は
、
国
道
3
2
7
号

線
に
バ
イ
パ
ス
が
出
来
て
車
が
少
な

く
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
解
消
さ
れ

ま
し
た
。

　
澄
み
切
っ
た
耳
玉
を
眺
め
な
が
ら
、

駐
在
所
の
風
呂
に
入
る
の
は
、
午
後

　
　
曽
“
　
　
　
　
　
6
時
3
0
分
の

夕
暮
れ
時
で

一
日
の
疲
れ

を
癒
し
イ
、
い

る
と
こ
ろ
で

目
が
覚
め
ま

し
た
．
．
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ハ
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、
㌔
一

ら
う

㌧
亀
一

　　　　置ρ鞘

養蚕功労賞受賞
鶴野内の

さん東月塩

　
去
る
、
十
一
月
七
日
東
京
都
内
の

東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て

総
裁
・
常
陸
宮
殿
下
ご
臨
席
の
も
と

蚕
糸
功
労
者
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、

鶴
野
内
の
塩
月
東
さ
ん
が
養
蚕
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
塩
月
さ
ん
は
、
昭
和
3
9
年
に
養
蚕

業
に
取
組
ま
れ
、
当
初
桑
園
面
積
4
0

ア
ー
ル
で
経
営
し
て
い
た
も
の
を
年

々
拡
大
し
、
現
在
騰
ア
ー
ル
の
規
模

で
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
の
中

で
、
密
植
栽
培
や
優
良
桑
品
種
へ
の

改
植
事
業
、
自
動
除
湿
器
等
に
よ
る

橋
掛
向
上
事
業
等
の
導
入
に
は
積
極

的
に
取
組
ま
れ
、
反
収
引
上
げ
や
繭

質
の
向
上
に
大
変
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。　

養
蚕
経
営
を
し
て
い
る
傍
ら
、
組

織
活
動
に
お
い
て
も
現
在
ま
で
、
本

町
養
蚕
振
興
会
会
長
を
は
じ
め
と
し

日
向
・
箕
郷
地
域
の
部
会
長
、
県
養

蚕
協
議
会
副
会
長
、
ま
た
、
平
成
6

年
度
か
ら
宮
崎
県
養
蚕
産
地
育
成
協

議
会
委
員
の
要
職
に
就
い
て
お
ら
れ
、

地
元
の
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
郡
、

県
下
で
も
模
範
的
農
家
と
認
め
ら
れ

る
人
材
で
あ
り
ま
す
．
、

　
今
回
の
養
蚕
功
労
賞
受
賞
は
、
今

ま
で
の
経
営
や
活
動
等
を
と
お
し
て

そ
の
実
績
が
全
国
的
に
も
認
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
一
同
大

変
慶
ば
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
、　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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隅躍　
㊥
㊥
Q
＆
A
③

｝Q
遺
族
基
礎
年
金
は
ど
の
よ
う
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

き
に
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

凱｝A
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加

皿
凶
入
中
の
人
や
次
の
よ
う
な
入
が
死
亡

7
た
と
き
に
、
子
の
い
・
妻
ま
た
は

＝
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
国
民
年
金
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人

　
で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
6
0

｝置
歳
以
上
6
5
歳
未
満
で
老
齢
基
礎
年
金

盈
を
繰
り
上
げ
て
受
給
し
て
い
な
い
人
。

β

②
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
が
あ
る

人
。㈲

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
る
人
。

　
子
に
つ
い
て
は
、
1
8
歳
に
到
達
し

た
年
度
末
ま
で
か
、
ま
た
は
2
0
歳
未

満
で
あ
っ
て
障
害
等
級
の
1
級
ま
た

は
2
級
の
状
態
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
．
、

　
な
お
、
保
険
料
の
納
付
要
件
は
、

死
亡
し
た
人
の
死
亡
日
の
前
日
に
、

死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を

合
算
し
た
期
間
が
、
3
分
の
2
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
．
．
た

だ
し
、
平
成
1
8
年
4
月
1
日
前
に
死

亡
日
が
あ
る
場
合
は
、
前
記
の
3
分

の
2
以
上
の
納
付
要
件
を
満
た
さ
な

く
て
も
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前

々
月
ま
で
の
1
年
間
の
う
ち
に
、
保

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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．
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i
表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説
一

㎏凱＿一…一凶一…置＝一一＿＿一麟一

　
表
紙
の
う
た
「
う
ぶ
す
な
の
わ
が

う
じ
が
み

氏
神
よ
と
こ
し
へ
に
村
の
し
づ
め
と

お
は
す
こ
の
神
」
．
、

　
牧
水
は
大
正
十
三
年
三
月
末
、
亡

父
平
蔵
の
十
】
二
回
忌
法
要
を
営
む
た

め
、
長
男
旅
人
を
連
れ
て
帰
省
し
ま

し
た
。
．
そ
の
頃
牧
水
は
、
す
で
に
日

本
を
代
表
す
る
歌
人
と
な
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
村
で
は
歓
迎
会
が
開
か

れ
た
り
、
毎
晩
の
よ
う
に
村
の
人
達

が
生
家
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
あ
る

日
、
幼
な
友
達
が
け
や
き
の
板
を
持

っ
て
き
て
、
「
氏
神
様
に
あ
げ
る
歌
を

書
い
て
く
れ
」
と
頼
み
ま
し
た
。
早

速
牧
水
は
、
筆
を
と
っ
て
『
久
し
振

り
に
故
郷
に
帰
り
来
れ
ば
、
旧
友
矢

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

野
甲
伊
・
富
山
豊
吉
の
両
君
こ
の
板

を
持
参
し
て
、
氏
神
に
奉
る
歌
を
書

け
と
い
う
。
即
ち
氏
子
の
一
人
若
山

牧
水
』
と
前
書
き
を
し
て
、
こ
の
「
う

ぶ
す
な
の
」
歌
を
書
い
て
与
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
二
人
置
直
ち
に
坪
谷

神
社
に
奉
納
し
た
の
で
す
。
以
来
こ

の
歌
は
、
坪
谷
神
社
の
神
殿
に
納
め

て
あ
り
ま
し
た
が
、
保
安
上
現
在
で

は
、
牧
水
記
念
館
の
資
料
室
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
「
お
隣
り
の
寅
お
ち
ゃ
ん

に
物
申
す
永
く
永
く
生
き
て
お
酒
飲

み
ま
せ
う
よ
」
の
歌
も
、
こ
の
帰
省

年

ポ
』

中
に
寅
吉
さ
ん
に
贈
っ
た
も
の
で
、

短
冊
の
裏
に
は
『
矢
野
寅
吉
お
ち
ゃ

ん
に
贈
る
歌
　
お
隣
り
の
若
山
し
げ

坊
』
と
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
都

城
市
の
書
家
大
宅
多
聞
氏
は
、
一
昨

年
宮
崎
市
で
開
催
し
た
個
展
に
こ
の

歌
を
出
品
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
聞
氏
は
こ
の
作
品
を
東
郷
町
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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り
一

ご
．

8鞘

渤
　　讐二

二
お
オ

　
　
7

　
　
ン

町
臨
時
職
員
募
集

　
町
の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
　
役
場
及
び
各
出
先
機
関

▽
職
　
種
　
事
務
・
看
護
婦
・
用
務

　
　
　
　
　
員
・
給
食
婦
・
保
母
等

▽
学
　
歴
　
問
い
ま
せ
ん

▽
期
　
間
　
平
成
8
年
4
月
1
日
～

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
へ
履
歴

　
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
平
成
8
年
3
月
1
5
日

▽
条
　
件
　
2
ケ
月
以
上
勤
務
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
法
的
に
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
扶
養
等
で
他
の

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
脱
退

し
て
新
た
に
加
入
で
き
る
方
。

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
児
募
集

《《：イ

　
平
成
8
年
度
の
保
育
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

o
町
立
へ
き
地
保
育
所

▽
定
員
各
3
5
名

▽
入
園
資
格
　
満
3
オ
以
上

▽
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
福

　
祉
生
活
課
及
び
各
保
育
所
に
あ
り

　
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
平
成
8
年
1
月
8
日

　
か
ら
同
年
1
月
1
9
日
ま
で
。

○
山
陰
保
育
園

▽
定
員
　
6
0
名

▽
入
園
資
格
　
概
ね
生
後
5
ケ
月
以

　
上
で
家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
乳
幼

　
児
。

▽
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
福

　
祉
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。
申
し
込

　
み
に
際
し
添
付
書
類
が
必
要
な
た

　
め
、
保
護
者
が
直
接
お
い
で
く
だ

　
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　
平
成
8
年
1
月
8
日

　
か
ら
同
年
－
月
1
9
日
ま
で

　
　
な
お
、
日
向
市
の
高
松
保
育
園

　
の
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

　
山
陰
保
育
園
と
同
じ
扱
い
に
な
り

　
ま
す
．
．

※
詳
し
く
は
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉

　
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
，

成

人

式

▽
日
時
　
1
月
4
日
困
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
　
昭
和
五
卜
年
四
月
二
日

～
昭
和
五
を
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ

で
住
民
登
録
の
あ
る
者
及
び
町
内
中

学
校
卒
業
者
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

消
防
出
初
式

▽
日
時
　
1
月
5
日
爾

　
　
　
　
7
時
5
0
分
中
央
整
列

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
夏
季
大
会
で

実
施
し
ま
し
た
の
で
、
通
常
点
検
終

了
菊
皿
斉
放
水
を
行
な
い
ま
す
。

（
場
所
は
山
陰
保
育
園
下
河
川
敷
）

牧
水
か
る
た
大
会

▽
日
時
　
1
月
6
日
ω
　
9
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

小
・
中
学
校

新
春
書
初
展

▽
日
時
　
1
月
1
3
日
㈹
～
2
1
日
佃

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

第
1
8
回

東
郷
町
婦
人
祭

▽
日
時
　
1
月
2
8
日
佃
　
9
時
～

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
生
活
研
究
発
表
・
講
演
・

　
　
　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。牧

水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

参
加
者
募
集

　
第
1
6
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
今
年
度
も
牧
水
公
園
を
会
場
に
、

2
月
1
1
日
佃
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
早
目
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
．
．

▽
申
し
込
み
〆
切
　
1
月
2
5
日
内

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
教
育
係

　
容
6
9
－
2
8
0
7

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
月
1
6
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
1
月
1
7
日
困
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
九
期

　
　
　
※
納
期
は
一
口
2
二
f
．

箸
急6

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
1
2
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
鶴
野
内
の
南
図
上
さ
ん
か
ら

（
ト
メ
さ
ん
・
9
7
歳
ご
逝
去
）

◎
淵
瀬
の
糸
平
紀
一
さ
ん
か
ら

（
キ
ヌ
子
さ
ん
・
6
0
歳
ご
逝
去
）

◎
門
川
町
の
酒
井
泉
さ
ん
か
ら

（
太
さ
ん
・
7
1
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
新
名
隆
子
さ
ん
か
ら

（
重
幸
さ
ん
・
5
4
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
酒
井
京
一
朗
さ
ん
か
ら

（
ヨ
ネ
子
さ
ん
・
5
9
歳
ご
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
東
郷
町
商
工
会
婦
人
部
か
ら
産
業

文
化
祭
の
益
金
の
一
部
を
、
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

【
訂
正
】

　
1
2
月
号
善
意
の
灯
で
、
田
野
の
児

玉
マ
サ
エ
さ
ん
か
ら
と
な
’
．
て
い
ま

し
た
が
、
鶴
野
内
の
誤
り
で
し
た
．

　
お
詫
び
し
イ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
．

一

●

　
　
（
十
一
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

黒
木
亮
次

山
田
孔
卜

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

武
徳

亙

保
護
i
者
名

芋小
@野
欄c

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

一 一 一　　一土黒 黒小 田木 1高孝 氏

野木 木野 自村 木 j㌃

直啓

�

典裕

q平

由　牙こ．じ・　ノう

�轄E幸l

@i

瑞孝

芻_
名

都寺 井手
福迫福」

三 住
農1 ．野川 「野1 股

町迫内町瀬内瀬 町所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

若
杉
喜
長

河
野
益
夫

酒
井
太

糸
平
キ
ヌ
子

河
野
輝
幸

南
新
ト
メ

酒
井
ヲ
皇
子

氏
名

92

ﾎ

58

ﾎ

71

ﾎ

60

ﾎ

55

ﾎ

97

ﾎ

59

ﾎ
年
齢

仲
　
深

越
表
谷

坪
三
瀬

越
表

鶴
野
内

f
中
深

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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